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研究概要

Gを A型でない実単純リー群とし，K を Gの

ある Cartan 対合の固定点全体からなる部分群

とする．g := Lie(G) とする．極小表現とは，

Hilbert空間上のGの既約K-admissibleな表現

で，付随して得られる (g,K)-加群の零化イデア

ルが Josephイデアルという特別な両側イデアル

になるもののことをいう．Kirillov–Kostantの軌

道法の観点からいうと，ユニタリな極小表現は極

小冪零軌道に付随するはずだと考えられている

もので，Torassoや Brylinski–Kostantらによっ

て様々な手法で構成されている．

私は極小表現が既に構成されているものの何れか

と無限小同値か，ということを研究した．Quater-

nionicな E型の群に対してはGan–Savinによっ

て肯定的に答えが与えられており，ユニタリな極

小表現に限れば Salmasianや Huang–Liによっ

て多くの実単純リー群の極小表現が尽くされて

いることが知られている．私はGan–Savinの議

論を一般化することで，ユニタリとは限らない

一般の実単純リー群の極小表現が，知られている

もので全て尽くされていることを示した．結果と

して極小表現はユニタリな極小表現と無限小同

値であること，どんなGに対しても高々4個しか

存在しないこと，Torassoや Brylinski–Kostant

による極小表現の構成は漏れがないことが従う．
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FMSPの活動への参加

1. 研究集会「表現論シンポジウム」(2018 年

11-12月)に FMSPからの旅費の補助を得

て参加し，講演した．

最近の研究成果を聞いて知見を広めるとと

もに，講演の際に頂いたコメントについて

考察して，新たな問題意識を得た．

2. 研究集会「第 1回数理新人セミナー」(2018

年 2月)に FMSPからの旅費の補助を得て

参加し，講演した．

最新の研究成果を聞いて知見を広めるとと

もに，自身の研究を専門外の方々に上手く

説明しようと整理する内に，より理解を深

めることが出来た．
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3. 環境数理スタディグループ (2018年 2-3月)

に参加した．

リチャードソンの 4/3法則を説明するモデ

ルの構成に取り組んだ．サンドパイルセル

オートマトンのジャンプの幅が時間に応じ

て増えていく離散的なモデルを連続的なモ

デルにすると，確率密度が，熱方程式を変

数変換したもの解になるのではないか，と

提案した.どの様な数学的な問題が社会で実

際に問題になっているかを学んだ．

4. 社会数理実践研究の地震班に参加している．

単位時間あたりに起こる余震の回数がべき

則に従うという大森則から，次の余震が起

こるまでの待ち時間の分布がべき則に従う

という Zipf-Mandelbrot則が従うことを示

した．
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